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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の要件を備えることを特徴とする、蓄光照明体。
（イ）上記蓄光照明体は棒状又は板状の導光体と、該導光体の両端面に、それぞれ配置し
た複数のＬＥＤとを備え、該ＬＥＤを白色ＬＥＤと紫外線ＬＥＤとで構成するとともに、
上記導光体の平面状の発光面に対向する曲面状の背面には上記紫外線ＬＥＤの光エネルギ
ーを蓄積する蓄光層を設けたこと
（ロ）上記ＬＥＤを点灯させる電源が遮断したときには、上記蓄光層に蓄積した光エネル
ギーは可視光として引き続き放出されること
【請求項２】
　停電時には前記紫外線ＬＥＤを所定間隔で所定時間点灯させる、請求項１記載の蓄光照
明体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蓄光照明体、詳しくは紫外線ＬＥＤの紫外線を蓄積する蓄光層を備えた蓄光
照明体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、停電などの非常時に室外に誘導する案内板に省電力のＬＥＤを光源として構成さ
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れた案内板が提案されている（例えば、特許文献１）。この案内板は透明な導光板の主面
側に残光性蛍光体で表示パターンを形成するとともに、導光板の端面には残光性蛍光体を
励起可能な光を発する光源として発光ダイオード（ＬＥＤ）を使用したものである。
【特許文献１】特開平９－１４６４８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明が解決しようとする問題点は、上述の案内板は導光板の表面に残光性蛍光体で表
示パターン（例えば、非常口という文字）を設けたもので、この文字にＬＥＤの光が当た
ることにより、文字が発光して目視することができるようにしたものであるが、導光板の
表面に直接表示パターンを作成しなければならず、従来の電球を使用した案内板の光源と
して電球に代えて使用することはできない問題があった。
【０００４】
　本発明は、上記問題点を解決し、従来の案内板の光源に代えて使用することができ、停
電などの場合も停電時対応の光源を別途設けることなくそのまま対応することができ、し
かも省エネルギーの蓄光照明体を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために本発明に係る蓄光照明体は、以下の要件を備えることを特徴
とする。
（イ）上記蓄光照明体は棒状又は板状の導光体と、該導光体の両端面に、それぞれ配置し
た複数のＬＥＤとを備え、該ＬＥＤを白色ＬＥＤと紫外線ＬＥＤとで構成するとともに、
上記導光体の平面状の発光面に対向する曲面状の背面には上記紫外線ＬＥＤの光エネルギ
ーを蓄積する蓄光層を設けたこと
（ロ）上記ＬＥＤを点灯させる電源が遮断したときには、上記蓄光層に蓄積した光エネル
ギーは可視光として引き続き放出されること
 
【０００６】
　なお、停電時には前記紫外線ＬＥＤを所定間隔で所定時間点灯させるようにしてもよい
。
【発明の効果】
【０００７】
　請求項１の発明によれば、停電時には蓄光層を光源として蓄光照明体が発光するので、
蓄電池などを用いることなく非常灯として機能することができる。
【０００８】
　請求項２の発明によれば、停電時にバッテリーなどの別電源で短時間紫外線ＬＥＤを点
灯させるだけで蓄光層が励起されて発光するので、所定間隔で紫外線ＬＥＤを短時間点灯
させるだけでよく、長時間にわたって発光する蓄光照明体を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図１は本発明に係る蓄光照明体Ａを適用した案内板Ｂの一例を示し、この案内板Ｂは内
装した蓄光照明体Ａを発光させることにより、前面のパネル４を背面から照射してパネル
４に表示された情報５（例えば、「非常口」）が前面から容易に視認できるようにしたも
ので、従来の案内板と同様に使用できるようにしたものである。
【００１０】
　上記蓄光照明体Ａは透明な導光性を有する素材（例えば、アクリル樹脂）で、図２（ａ
）に示すように、表面１ａを平面状、背面側１ｂを曲面状にして略カマボコ状の導光体１
と、導光体１の両端面１ｃに発光面が導光体１の端面１ｃに密着するように接着剤などの
適宜手段で固定した白色ＬＥＤ２ａと紫外線ＬＥＤ２ｂとの２種類のＬＥＤ２とで構成さ
れ、導光体１の背面側１ｂは蓄光材を塗布して蓄光層３を構成し、白色ＬＥＤ２ａの光を
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蓄光層３で表面側１ａに反射させるとともに紫外線ＬＥＤ２ｂの光を蓄積、発光させるよ
うにしたものである（図２（ｂ）参照）。
【００１１】
　なお、上述の蓄光層３を構成する蓄光材は、紫外線を吸収し、その光エネルギーを蓄積
し、蓄積したエネルギーを長時間を要して可視光として放出する公知のものである。
【００１２】
　図３は、蓄光照明体Ａのブロック図を示し、この蓄光照明体Ａは商用電源にプラグ１０
を接続し、ＡＣ／ＤＣコンバータ１１でＬＥＤ点灯制御回路１２を作動させるとともに、
充電池１３に充電する直流電圧を作成するようにしたもので、正常時は商用電源を電源と
してＬＥＤ点灯制御回路１２は白色ＬＥＤ２ａ、紫外線ＬＥＤ２ｂを点灯させるとともに
、停電時には充電池１３を電源として紫外線ＬＥＤ２ｂのみを点灯させるようにＬＥＤ点
灯制御回路１２はＬＥＤ２を制御するようにし、停電時には所定間隔（例えば、３時間）
毎に、所定時間（例えば、２分間）点灯制御するようにしている。
【００１３】
　なお、図１の案内板Ｂは蓄光照明体Ａを１つ配置しているが、この蓄光照明体Ａは１つ
に限定されることはなく、照明する面積の大きさに対応して複数配置すればよい。
【００１４】
　上記構成の蓄光照明体Ａによれば、蓄光照明体Ａに取り付けた白色ＬＥＤ２ａ及び、紫
外線ＬＥＤ２ｂを発光させると白色ＬＥＤ２ａの光は蓄光層３で反射して導光体１の表面
１ａから放射され、紫外線ＬＥＤ２ｂの紫外線は蓄光層に蓄積されるとともに発光するの
で、案内板などの前面に取り付けられ、情報５が表示されたパネル４を背面から明るく照
射し、停電時には蓄光層３は蓄積した光エネルギーを可視光として既に放出しているので
、情報５が表示されたパネル４を引き続き背面から照射するので、表示が一瞬も視界から
消えることなく継続して視認することができる。
【００１５】
　また、停電時には充電池１３で紫外線ＬＥＤ２ｂを所定時間ごとに点灯させるが、蓄光
層３に蓄積された光エネルギーは短時間に消失することはないので８時間程度であれば充
電池１３を設けなくてもよい。
【００１６】
　上述の蓄光照明体Ａを使用すれば、通常点灯する蛍光灯と、非常時に点灯させる電球な
ど別途光源を用意する必要がなく、シンプルな構成で省エネルギーで案内板などに最適な
蓄光照明体Ａを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明に係る蓄光照明体を適用した案内板の一例を説明する斜視図
【図２】（ａ）（ｂ）は上記蓄光照明体の構成を説明する正面側及び背面側斜視図
【図３】上記蓄光照明体の電気的構成を説明するブロック図
【符号の説明】
【００１８】
　１　　導光体
　２　　ＬＥＤ
　２ａ　　白色ＬＥＤ
　２ｂ　　紫外線ＬＥＤ
　３　　蓄光層
　Ａ　　蓄光照明体
　Ｂ　　案内板
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